
    

 
 

労働安全衛生法令と改正女性則の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 図は大まかなイメージであり、例外もありますので、詳細については雇用均等・児童家 
 庭局職業家庭両立課までお問い合せください。 
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「就業禁止」 

屋内作業場 

作業環境測定（注 1） 

第１管理区分 

作業場所の殆ど（95％以上）で、気中の

有害物質の濃度が、管理濃度（注 2）を超え

ない状態 

第２管理区分 

作業場所の気中の有害物質の濃度の平均

が、管理濃度を超えない状態 

 
第３管理区分 

作業場所の気中の有害物質の濃度の平均

が、管理濃度を超える状態 

労働安全衛生法令により、直ちに作

業環境を改善するために必要な措

置を講じ、第１管理区分又は第２管

理区分となるようにしなければな

らない。 

（注 1）作業環境測定は、作業環境測定機関（作業環境測定士）が実施する必要がある。 

（注２）管理濃度とは、有害物質を取り扱う作業場の空気環境の状態が良好かどうかを

判断する指標として、物質ごとに定められている濃度のこと。  

 

労働安全衛生法令による男女共通の規制 改正女性則による

規制 

労働安全衛生法令により、作業環境

を改善するために必要な措置を講

ずるよう努めなければならない。 

労働安全衛生法令と改正女性則の関係（イメージ） 

タンク内等 

屋外作業場 

有効な呼吸用保護具の着用が必要 

女性労働者の

就業の可否 

「就業可能」 


